であった か。 室町 時代の 記録 を みれば よく わかる。 人 

形 廻し (「くぐつ 廻し」 というと 少し 古典的になる) あ 

るい は 「ひひな (雛) 使 ひ」 という ものが、 室町に な 

り、 はじめて 物語 を 伴うよう になった という こと は、 

それ 以前 は 人形 廻し 自身が 人形に 台辞 をつ けて いた、 

それが、 台辞 も 地の文 も 一 緒に 語る 浄瑠璃 語りの よう 

な ものが 出て きて、 人形 廻し は 台辞 をつ けぬ ことに 

なった。 非常な 違いで ある。 

だから、 その 前の 「ひひな 使 ひ」 は、 「ひひな」 に 関 

する 叙事詩 を 語って いたにち がいない。 それが 抒情詩 

になって きた。 昔 男が あって、 長者の 女に 通うた とい 



「ひひな」 と は 何 か。 これ は 既にい つて あるので、 深 

く 話す とくり 返しになる が、 一 口にい うと、 普通の 学 

者 は 形代 (人間の 身体の 替リの もの) と 考えて いる。 

この 形式が、 いろんな ものに 分化して いく。 盆暮に 社 

から 人間の 形に 切った 紙 を 出す。 それに 来な ど 添えて 

社に 持って行く。 これ も 形代で ある。 このように 種々 

に 分れて いる。 ところが 江戸に なって 非常に 盛んに 行 

なわれ る 語、 書物に 出 はじめた の は 鎌 倉で あるから、 

武士から 出 はじめた 語で あろうが、 それに 「お 伽」 と 

いう 語が ある。 

大王 深山に して 嶺の 木の 子 を ひろ ひ、 沢の 若菜 を 



摘みて 行 ひ 給 ひける 程に、 一 人の 梵士 出で 来て、 

大王の かくて 行 ひ 給 ふこと 希代の ことなり。 御伽 

仕るべし とて 仕へ 奉る。 (宝物 集 第五) 

ありつる 人のう つり 来ん ほど 御伽 せん はいかが ご 

おぼえ 給へ らん 所々 にても のた まへ、 こよ ひ 誰も 

御伽 せんご (増 鏡) 

いや 一 人 居 やらば 伽 をして やらう。 (狂言 

「御伽」 という ことの 意味 はわから ない。 寝て いる 傍 

について いて 物語 をす る ことら しい。 それから 宿直の 

ことまで いうよう になる。 私 は、 これに はどうしても 



性欲 的な 意味が ありそうに 思う。 

いわゆる、 御伽 婢子 (は ひこ ふ はう こ) という もの 

が ある。 (本の名に もな つた。 この 書 を 江戸の 怪談 小 

説の はじめと する が、 そうで はない。) 貴い 人の 寝て い 

る 傍に ついている ものである。 これ は 形式で ある。 も 

と 「あまが つ」 (天 児) という ものが あって 貴い 人の 寝 

間にあって 守って いると 考えて いるが、 これ は 寝て い 

る 人の 形代な ので ある。 だんだん 子供の 寝間に つくよ 

うになる。 子供 は 寝て いる 間 も、 起きて いる 間 も 同じ 

である。 それが だんだん 変化して 蓋の ある ものになる。 

つまり 天 児から 御伽 婢子 という ものになる。 御伽 婢子 



ばよ いの だと 考えて いる。 ところが 「ひひな」 は 古く 

から 日本の 家庭で は 玩具に なって いる。 われわれ は 何 

ともなく 思う が、 「ひひな」 はけ がれ を 吸収した もの だ 

から、 身辺に あるが 恐し いもので ある。 これが 玩具と 

なる の は 飛躍して いる わけで ある。 日本で は 何 か 事情 

があって、 これに 親しみ を 感じて きたの だと 思われる。 

一方、 他の 「ひひな」 をみ ると、 この こと は 既に 述 

ベた が、 日本の 雛の 歴史 を 調べる のに 閑却で きないの 

は、 奥州 一 円に みられる 「おしら さま」 の 存在で ある。 

こだま 

こちらに くると 観音 さま や 天照大神 または 蚕 玉 さま 

(蚕の 守護神) の 画像 (掛 図) になって いる。 これ は大 



こ」 が 「おしら さま」 を 使いに くる。 これ をお しら さ 

ま を あそばせる、 といい、 「おしら あそび」 という。 「あ 

そばす」 と は 踊らす ことで ある。 この 起源 は、 紀 州の 

熊 野の 巫女と 思われる。 それが 定住して 一 派 を 開いた 

ので ある。 一体の こと も あるが 普通 は 二 体で ある。 

「おしら さま」 が 自分の 心 を 感じさせる。 この場合、 鈴 

のつ いている の は、 鈴の 鳴り 方で 判断す る こと も ある _ 

また、 「いた こ」 が 勝手に 判断す る こと も ある。 そうい 

う ときには 現実に 昔の 雛遊びの 様子が わかる。 もちろ 

ん 変化が ある。 われわれ がみた だけで も、 「いた こ」 が 

房 主の ように 衣 を 着て やる の も、 平服で やる の も ある _ 



る。 この 雛 を、 平安朝の 物語で みると、 家庭で 子供が 

弄んで いる 様子が わかる。 おそらく 踊らした ので あろ 

、つ。 

室町に なると、 「ひひな 廻し」 が 出る が、 これが 使う 

の は 人形な ので ある。 私 は 「くぐつ ま はし」 という 語 

は 平安朝 あたりで 亡びて いて、 室町で は 既に 古典で 

あつたと 考える。 「ひひな 廻し」 が 諸国 を 歩く という 

こと は、 ひひな を 踊らせながら、 祓ぇを 進めて まわる 

ので ある。 けがれ をと つて 廻る ので ある。 それが だん 

だ ん 芸術的 に 変化し てきた。 その 形が) J く 近代 ま で 

残って いるの は、 淡 島 願 人で ある。 子供の 死んだ 家で、 
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